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1. 新宮川水系の概要

風屋ダム

二津野ダム

坂本ダム

小森ダム

七色ダム

池原ダム

■流域面積

相賀（治水・利水基準点）

流域面積 2,251km2

出典：新宮川水系河川整備基本方針（平成20(2008)年）

※（）内は猿谷ダム、坂本ダムの流域を
含まない流域面積（分水を考慮）。

項目 諸元 備考

流路延長 183km 全国14位/109水系

流域面積 2,360km2 全国26位/109水系

流域市町村 5市3町6村

和歌山県 ：新宮市、田辺市、那智勝浦町、北山村
三重県　  ：熊野市、尾鷲市、紀宝町、御浜町
奈良県　  ：五條市、十津川村、野迫川村、天川村、
　　　　　　  上北山村、下北山村

流域内人口 約5万人

支川数 210支川

成川

二津野ダム上流域 1,016 (801) km
2

小森ダム上流域 641 (564) km
2

ダム下流域 703 km
2

合計 2,360 (2,068) km
2
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【これまでの経緯】

当社は、熊野川の利水者として、池原・風屋ダムにおいて自主的に目安水
位を設け空き容量を確保することにより、洪水を軽減するための措置を平成
9(1997)年より講じてきました。

当社は、平成23(2011)年台風12号により熊野川流域において甚大な被害
が発生したことを重く受けとめ、また、熊野川の河川整備の現状を鑑み、社
会的責任の見地から、平成9(1997)年に設定した目安水位の低下を図り、
更なる洪水被害の軽減に努めることとし、ダム運用の改善策による暫定運
用を平成24(2012)年度出水期（平成24(2012)年6月15日）に開始いたしま
した。

暫定運用の検討は、当社が設置した「ダム操作に関する技術検討会」にお
いて、学識者および河川管理者のご意見・ご指導を仰ぎながら実施いたしま
した。

2. 出水期の暫定運用



2. 出水期の暫定運用
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－：累加雨量（右目盛）
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D
【熊野川流域】

平成23（2011年）台風12号 事象の整理

（A）1日9時 （B）2日9時

（C）3日9時 （D）4日9時

台風は9月3日10時前に高知県に上陸。四国・中国地方を縦断し4日未明に日本海に抜けた。
台風は大型で動きが遅く、台風周辺の湿った空気が長時間流入して多量の雨をもたらした。

【台風の経路図】



2. 出水期の暫定運用

平成23（2011年）台風12号 事象の整理
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気象庁の予測雨量時系列図（GSM）ダム上流域平均雨量

：実績雨量
：12時間先予測
：1日先予測
：2日先予測
：3日先予測

【降雨の予測と実績】

二津野ダム上流域
小森ダム上流域

ダム下流域

：実績雨量
：12時間先予測
：1日先予測
：2日先予測
：3日先予測

気象予測は全体的に過小予測傾向（直近の「12時間先予測」と「実績」は倍以上の乖離）。
平成23(2011)年台風12号は、他事例よりも突出して総雨量が多い。

発生年 発生期間 降雨成因 熊野川流域
二津野ダム

上流域

小森ダム

上流域

ダム

下流域

平成2年 9/16～9/21 台風19号 590mm 488mm 781mm 566mm

平成6年 9/26～9/30 台風26号 421mm 339mm 547mm 427mm

平成9年 7/24～7/31 台風9号 551mm 477mm 707mm 519mm

平成13年 8/18～8/23 台風11号 365mm 274mm 449mm 422mm

平成15年 8/4～8/10 台風10号 320mm 308mm 380mm 286mm

平成16年 8/3～8/6 台風11号 292mm 210mm 415mm 300mm

平成16年 9/24～9/30 台風21号 274mm 191mm 415mm 267mm

平成23年 8/28～9/5 台風12号 1,311mm 1,168mm 1,531mm 1,319mm



2. 出水期の暫定運用

平成23（2011年）台風12号 事象の整理
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【風屋・池原ダムの流入量とダム操作】

ダム流入量（既往データとの比較） ダム操作状況

風
屋
ダ
ム

池
原
ダ
ム

緊急対応
（河道閉塞決壊と想定）
河川管理者殿へ報告

雨量：ダム地点

雨量：ダム地点

両ダムともに洪水量(1,500m3/s)を超える流入量が50時間を超過した（既往最大で20時間）。



2. 出水期の暫定運用

ダム水位低下開始基準の検討

【検討の経緯】
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平成9(1997)年6月より対策を実施

※大規模出水：3,000m3/s以上の出水が想定される場合

平成23(2011)年9月紀伊半島大水害発生

甚大な被害に鑑み「ダム操作に関する技術検討会」設置

更なる洪水被害軽減対策の検討
 気象予測技術（台風情報・降雨予測）の適用

 利水ダムの構造上の特性（洪水吐ゲート敷設高さ）を考慮

 下流利水者への影響（水位未回復による渇水影響など）を回避

【参考(利水ダムの構造上の特性)】
 利水ダムは、治水ダムとは異なり、放流設備が高い位置にあります。このため、ダム水位が洪水吐ゲート堤

頂部より低い状態で洪水を迎えると、大規模な出水では出水初期に放流ができず、流入量の増加に対して
放流量が追い付かなくなり、ダム水位が急激に上昇する恐れがあります。

平成6(1994)年9月台風26号により流域浸水被害発生
目安水位の設定によるダム運用の改善を検討



2. 出水期の暫定運用

ダム運用の操作と放流量の低減効果

暫定運用により、風屋・池原２ダム合計で、98,000千m3の空き容量を確保。
空き容量を確保することで、最大放流量を低減し、下流の水位上昇を抑制。

7

暫定目安水位の設定により空き容量を72,000m3から98,000m3（＋26,000m3）に増量 台風情報および降雨予測によるダム水位低下開始基準



台風10号出水では、風屋・池原ダム
での治水協力の結果、和気地区で実
施した河道掘削と併せた水位低減効
果により、日足地区の家屋浸水被害
を回避。

3. 出水期の暫定運用（実績）

水位低減効果の実例と利水ダム運用実績
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令和元(2019)年台風10号において２ダム合計で最大流入時の放流量を約1,360m3/s低減。
台風発生数：２２９回 対策回数：毎年平均で２～３回実施。

【水位低減効果（令和元(2019)年台風10号）】 【利水ダム運用実績】

出典：国土交通省ＨＰ



熊野川

①風屋ダム

②二津野ダム ⑥小森ダム

⑤七色ダム

④池原ダム

猿
谷 ③坂本ダム

4. 二津野・七色・小森ダム放流量低減の運用
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下流ダムの効果

出水規模が小さく、降雨・流入予測から十分な空き容量が確保できると判断できる場合、下流ダ
ムにおいても放流を低減することに努めている。
令和２(2020)年台風12号では、二津野・七色・小森ダムの放流量低減は其々204, 554, 53m3/s。



5. 情報伝達の改善

• 新宮川水系各ダム情報（フリーダイヤル）の回線増強

• 情報伝達ルートの多重化（無線通信のルール化、衛星電話の設置）

• インターネットによるダム情報の提供（国土交通省が管理・運営するインターネッ
トサイト「川の防災情報」への当社ダムの情報を掲載）

• サイレン吹鳴、放送アナウンスの可聴範囲調査（平成26(2014)年完了）

• 放流に関するパンフレットの配布（平成27(2015)年8～9月再配布）

• ダム放流説明看板の更新（平成29(2017)年8月完了）

• ダム放流の通知・通報の改善（平成31(2019)年3月完了）
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情報伝達の取組状況

流域関係者に対し当社ダムに係る情報を的確に伝える。
河川管理者、関係自治体および当社が連携して情報伝達に取り組む。

出典：国土交通省 川の防災情報



6. これまでの検証(今後の対応)

【暫定運用の検証】

 暫定運用を開始した平成24(2012)年度から令和2(2020)年度出水期まで
の実績を踏まえ、その効果・課題等を整理いたしました。

 整理した結果を、 「ダム操作に関する技術検討会」に諮り、令和3(2021)年
度以降の運用のあり方を検証しました（毎年実施）。

 その結果、以下の事由により、令和3(2021)年度出水期においても現行の
暫定運用を継続し、放流量の低減に努めます。

• 暫定運用開始以降のダム運用を検証した結果、出水の見逃しはなく、ま
た暫定運用が有効に機能し、放流量をできる限り低減し流水を貯留でき
ました。また、基準等の運用ルールに問題無いことを確認しました。

 今後も暫定運用の実績を蓄積し、引き続き、次年度以降の運用のあり方を
検証していきます。また、事前放流実施判断における出水の見逃しや空振
りを少なくするため、降雨・流入予測の精度向上に努め、更なるダム運用の
改善を図ってまいります。
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